
子どもの視点に立ったまちづくりを！     経験を活かし的確な情報共有に取組んでいきます。 

 

 

 

「統計からみた埼玉県市町村のすがた 2022」をみると、和光市の平均年齢は、42.3 歳と戸田市の

41.7 歳の次に平均年齢が若いまちです。しかし、着実に高齢化が進んでいます。下のグラフは、決算

時の資料から作成した介護関係の推移です。最近の新型コロナの状況もあるのか、介護度合いが上昇を

示しています。新型コロナウイルス感染用の落ち着きが見られますが、生活機能の維持、介護予防に向

け、継続した取組が重要です。 

◆下のグラフは、０歳から６歳までの人口の推移で

す。（和光市 Web、3 月 31 日の人口ピラミッドから

作成。）0 歳児人口が減少気味を示しています。◆人

口の変化、保育ニーズの量の見込みの見直しをおこ

なった「第 2 期和光市子ども・子育て支援事業計画

の中間見直し」が、この 3 月に示されました。 
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菅   原 

つながるまちづくり
〇新型コロナウイルスによるフレイルなど生活機能
維持、介護予防と健康寿命

〇連携した支援体制（障害・高齢・子ども・困窮）
〇情報機器利用での視力などへの健康配慮や検診
〇防災・減災、在宅避難や災害時の精神面のケア
〇地域のつながりによる減災・知識と
〇和光市BOSAIまちづくり伝道師の養成

令和 5年度は、「和光市長寿あんしんプラン」の見直し 



 

 ◇◇◇ 一般質問から ◇◇◇ 


